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難聴者・中途失聴者のための手話講座の開催 

助成額 300,000 円 

活動内
容 

目的 

難聴者は、人と交流をはかる時、補聴器、筆談、口話、手話などを使います。 
聞こえにくくても「手話」を知っていれば、コミュニケーションがスムーズに図

れることから、手話への興味を持つ会員が増えてきています。 
少しでもコミュニケーションの助けになるよう手話を覚え、使えるようにするこ

とを目的に講座を開催いたします。 

内容 

「難聴者・中途失聴者のための手話講座」 
  日 時  受講者数 内  容           場  所 
５月１０日 １６名 自己紹介          ライフパーク倉敷 
６月１４日 １９名 数字の表し方        くらしき健康福祉プラザ 
７月１２日 １５名 人物・家族の表し方     くらしき健康福祉プラザ 
８月 ９日 １３名 地名            くらしき健康福祉プラザ 
９月１３日 １６名 時の表し方         水島公民館 

１０月１１日 １６名 趣味            くらしき健康福祉プラザ 
１１月 ８日 １３名 職場            くらしき健康福祉プラザ 
１２月１３日 １４名 疑問文           ライフパーク倉敷 
１月１０日 １１名 お正月           くらしき健康福祉プラザ 
２月１４日 １４名 スピーチ          ライフパーク倉敷 
３月１３日 １４名 手話ゲーム（ろう者と交流） ライフパーク倉敷 

（人数は受講生の人数であり、講師２名と要約筆記者３名は含めていません） 

成果 

今回の講座はごく基礎的な手話表現のみでした。 
初めて手話を使う人からは「緊張と不安」でいっぱいとのことでしたが、最後に

は「手話を使う」というイメージが湧いていました。ある程度手話を使えていた人
は間違った使い方をしていなかったかを見直すことができたと思います。 
要約筆記があって分かりやすくて助かったという声もありました。 

今後の
課題と
対応策 

毎月１回の開催ですのであまり多くの手話表現を覚えることはできませんが、毎年継続していくこ
とで少しずつレベルアップしていけるものと思います。今回は初心者も溶け込むことができました
が、レベルが上がるにつれ初心者は厳しくなることも考えられます。具体的な対応策は見つかって
いませんが、仮にそのような場面になった場合、講師の方と相談しながら可能な限り受講できるよ
うにと考えています。 
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撮影日時 ５月１０日 ライフパーク倉敷 
講師（向かって右がろう者、左が手話通訳者）２名を囲む形で受講しています。基本的にはろう者
が教えて、それを手話通訳者が通訳（音声）してそれを要約筆記者が書くということになります。 
右後方の 3 名は要約筆記者です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
撮影日時 1 月１０日 くらしき健康福祉プラザ 
この日はなぜか体調不良の人が多くて参加者が少なかったですが、正月にまつわる内容で「おせち
料理」の単語表現やお賽銭についての手話表現などを楽しく学習しました。 
 
 
 

 


